
第 71回接続料の算定等に関する研究会の議論を踏まえた 

ＭＮＯ３社への追加質問及び回答 

（移動通信分野における接続料等と利用者料金の関係の検証結果関係） 

 

 

問 資料 71―３の３ページにおいて、データ接続料相当額を算出する際、「設

備容量の上限値」については「各社ともメイン/サブブランドで同一の上限

値を採用」していることが確認されていますが、「最繁時トラヒック量」及

び「最繁時集中率」についてもメイン/サブブランドで同一の値を採用して

いるのでしょうか。 

 

（ＮＴＴドコモ回答） 

○  「最繁時トラヒック量」及び「最繁時集中率」についても、ahamo とその

他のプランで同一の値を採用しております。 

 

（ＫＤＤＩ回答） 

○  「設備容量の上限値」と同様、「最繁時トラヒック量」及び「最繁時集中率」

についてもメイン／サブブランドで共通の値を使用しております。 

 

（ソフトバンク回答） 

○  「設備容量の上限値」と同様に、ブランドに関係なく全ブランドでの「最

繁時トラヒック量」及び「最繁時集中率」を採用しています。 

参考資料 72－３ 


